
社会福祉法人はくつる会
現況報告書（令和2年4月1日現在） 別紙１

１．法人基本情報

(1)都道府県区分 (2)市町村区分 (3)所轄庁区分 (4)法人番号 (5)法人区分 (6)活動状況

(7)法人の名称

(8)主たる事務所の住所

(9)主たる事務所の電話番号 (10)主たる事務所のＦＡＸ番号 (11)従たる事務所の有無

(12)従たる事務所の住所

(13)法人のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

(15)法人の設立認可年月日 (16)法人の設立登記年月日

２．当該会計年度の初日における評議員の状況

(1)評議員の定員 (2)評議員の現員 (3-6)評議員全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

３．当該会計年度の初日における理事の状況

(1)理事の定員 (2)理事の現員 (3-12)理事全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

～

～

～

～

～

４．当該会計年度の初日における監事の状況

(1)監事の定員 (2)監事の現員 (3-6)監事全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

５．前会計年度・当会計年度における会計監査人の状況

６．当該会計年度の初日における職員の状況

(1)法人本部職員の人数

①常勤専従者の実数 ➁常勤兼務者の実数 ③非常勤者の実数

常勤換算数 常勤換算数

(2)施設・事業所職員の人数

①常勤専従者の実数 ➁常勤兼務者の実数 ③非常勤者の実数

常勤換算数 常勤換算数

0.0 0.0

13 4 18

4.0 5.2

0 0 0

(1-1)前会計年度の会計監査人の氏名（監査法人の場合は監査法人名）

(1-2)前会計年度

の会計監査人の監

査報酬額（円）

(1-3)前年度

決算にかかる

定時評議員

会への出席の

有無

(2-1)当会計年度の会計監査人の氏名（監査法人の場合は監査法人名）

(2-2)当会計年度

の会計監査人の監

査報酬額（円）

6 財務管理に識見を有する者（その他） 4

小貫　シゲ子
無職 1 有 令和1年6月18日

R1.6.18 R3.6 3 社会福祉事業に識見を有する者（その他） 3

(3-3)監事選任の評議

員会議決年月日

(3-4)監事の任期 (3-5)監事要件の区分別該当状況

(3-7)前会計年度にお

ける理事会への出席回

数

大柿　正雄
無職 1 有 令和1年6月18日

R1.6.18 R3.6

2 2 50,000

(3-1)監事の氏名

(3-2)①監事の職業 (3-2)②監事の所轄庁からの再就職状況

(注)「(3-2)理事の役職」のうち、「理事長」とは、社会福祉法45条の13第3項で規定する理事長(会長等の他の役職名を使用している法人がある。)である。

　　　「業務執行理事」とは、社会福祉法45条の16第2項第2号で規定する業務執行理事(常務理事等の他の役職名を使用している法人がある。)である。

2 無

R1.6.18 R3.6 3 施設の管理者 2 無 3 職員給与のみ支給 4
鱒渕　泰子

2 業務執行理事 1 常勤 令和1年6月18日 施設長

1 有

R1.6.18 R3.6 4 その他 2 無 4 いずれも支給なし 4
永山　登志子

3 その他理事 2 非常勤 令和1年6月18日 無職

1 有

R1.6.18 R3.6 1 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 2 無 4 いずれも支給なし 3
川端　昇

3 その他理事 2 非常勤 令和1年6月18日 無職

2 無

R1.6.18 R3.6 2 事業区域における福祉に関する実情に通じている者 2 無 4 いずれも支給なし 4
柴田　利江

3 その他理事 2 非常勤 令和1年6月18日 上三川町社会福祉協議会常務理事

2 無

R1.6.18 R3.6 4 その他 2 無 4 いずれも支給なし 4
正田　翠

3 その他理事 2 非常勤 令和1年6月18日 無職

2 無

R1.6.18 R3.6 2 事業区域における福祉に関する実情に通じている者 2 無 4 いずれも支給なし 3
渡邊　欣宥

3 その他理事 2 非常勤 令和1年6月18日 無職

1 有

R1.6.18 R3.6 1 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 2 無 2 理事報酬のみ支給 4
諏訪　守

1 理事長 令和1年6月18日 2 非常勤 令和1年6月18日 無職

(3-7)理事の

所轄庁からの

再就職状況

(3-8)理事の任期 (3-9)理事要件の区分別該当状況

(3-10)各理

事と親族等特

殊関係にある

者の有無

(3-11)理事報酬等の支給形態

(3-13)前会

計年度におけ

る理事会への

出席回数

7 7 1 特例有

(3-1)理事の氏名

(3-2)理事の役職(注)
(3-3)理事長への就任

年月日

(3-4)理事の

常勤・非常勤

(3-5)理事選任の評議

員会議決年月日
(3-6)理事の職業

1,290,000

吉田　冨美子 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

無職

岡本　貞子 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

無職

鬼頭　行尚 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

無職

若林　稔 H29.4.1 R3.6
1 有 2 無 3

大高　和美 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

下野市職員再雇用

無職

山中　英岐 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

無職

R3.6
2 無 1 有 2

無職

原口　一夫 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

無職

増渕　晴美 H31.4.1 R3.6
1 有 2 無 3

無職

前原　正義 H29.4.1 R3.6
2 無 2 無 3

建設業社長

山本　テル H29.4.1

(3-1)評議員の氏名 (3-3)評議員の任期 (3-4)評議員の所

轄庁からの再就職

状況

(3-5）他の社会福祉法人の評

議員・役員・職員との兼務状況

(3-7)前会計年度における評

議員会への出席回数
(3-2)評議員の職業

http://www.hakutsurukai.net/ (14)法人のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hakutsuru@aurora.ocn.ne.jp

平成13年3月13日 平成13年3月15日

8～10 10 95,000

社会福祉法人はくつる会

栃木県 下野市 箕輪425番地1

0285-40-0388 0285-40-6700 1 有

09 栃木県 216 下野市 09216 5060005005240 01 一般法人 01 運営中

栃木県 下野市 駅東2-8-6
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社会福祉法人はくつる会
現況報告書（令和2年4月1日現在） 別紙１

７．前会計年度に実施した評議員会の状況

(4)うち開催を省略した回数

８．前会計年度に実施した理事会の状況

(4)うち開催を省略した回数

９．前会計年度に実施した監事監査の状況

(1)監事監査を実施した監事の氏名

(2)監査報告により求められた改善すべき事項

(3)監査報告により求められた改善すべき

　　　事項に対する対応

１０．前会計年度に実施した会計監査(会計監査人による監査に準ずる監査を含む)の状況

(1)会計監査人による会計監査報告における意見の区分

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(1)社会福祉事業の実施状況

3 自己所有 平成24年4月1日 34 7,471

ア建設費 0 0
001 工房つばさ

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 就労継続Ｂ型

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成24年4月1日 6 441

ア建設費 0
001 工房つばさ

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） 就労移行

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年4月1日 30 5,967

ア建設費 0 0

0

001 工房つばさ

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 生活介護

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成14年4月1日 0 0

ア建設費 0
001 工房つばさ

00000001 本部経理区分 法人本部

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等 3 自己所有

ウ　延べ床面積

イ　大規模修繕
（ア）－１修繕年月日

（１回目）

（ア）－２修繕年月日

（２回目）

（ア）－３修繕年月日

（３回目）

（ア）－４修繕年月日

（４回目）

（ア）－5修繕年月日

（５回目）
（イ）修繕費合計額（円）

ア　建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円）

④事業所の

土地の保有

状況

⑤事業所の

建物の保有

状況

⑥事業所単位での事業開

始年月日

⑦事業所単

位での定員

⑧年間(4月～3

月）利用者延べ総

数（人／年）
⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

①-1拠点

区分コード

分類

①-2拠点

区分名称

①-3事業類型コー

ド分類
①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地

特記事項なし

特記事項なし

特記事項なし

0

大柿　正雄

小貫シゲ子

令和2年2月3日 6 2
報告→入札及び随意契約の結果について②栃木県業務指導監査の結果について③理事長の業務執行状況について

議案→①令和元年度収支補正予算について　②第2回評議員会の開催要項について

令和2年3月18日 6 1 議案→①令和2年度事業計画及び収支予算について　②諸規程の変更について③第3回評議員会の書面表決での開催について

令和1年5月30日 7 2
報告→平成30年度収支補正予算の専決処分について②理事長の業務執行状況について

議案→①平成30年度事業報告及び収支決算報告について　②定款の変更について　③社会福祉充実計画について　④定時評議員会の開催要領について

令和1年6月18日 6 2 議案→①代表理事の選任について②空調設備整備の指名業者について③社会福祉充実残額と社会福祉充実計画の修正について

1

(1)理事会ごとの理事会

開催年月日

(2)理事会ごとの理事・監事

別の出席者数 (3)理事会ごとの決議事項

理事 監事

令和2年3月26日 10 2 2

※書面議決

議案→①令和元年度事業計画及び収支予算について

報告→①諸規程の改正について

令和2年2月14日 9 2 1
報告→①入札及び随意契約の結果について②栃木県業務指導監査の結果について

議案→①令和元年度収支補正予算について

令和1年5月30日 10 2 1
報告→平成30年度収支補正予算の専決処分について

議案→①平成30年度事業報告・収支決算報告について②定款変更について③社会福祉充実計画について④理事・監事の選任について

(1)評議員会ごとの評議

員会開催年月日

(2)評議員会ごとの評議員・理事・監事・

会計監査人別の出席者数 (3)評議員会ごとの決議事項

評議員 理事 監事 会計監査人
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社会福祉法人はくつる会
現況報告書（令和2年4月1日現在） 別紙１

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(2)公益事業

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(3)収益事業

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(4)備考

11-2．地域における公益的な取組（地域公益事業(再掲)含む）

１２．社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況 （社会福祉充実残額算定シートを作成するまで編集することはできません） 

（1）社会福祉充実残額等の総額（円）

（2）社会福祉充実計画における計画額（計画期間中の総額）

　　①社会福祉事業又は公益事業（社会福祉事業に類する小規模事業）（円）

　　②地域公益事業（円）

　　③公益事業（円）

　　④合計額（①＋②＋③）（円）

（3）社会福祉充実残額の前年度の投資実績額

　　①社会福祉事業又は公益事業（社会福祉事業に類する小規模事業）（円）

　　②地域公益事業（円）

　　③公益事業（円）

　　④合計額（①＋②＋③）（円）

（4）社会福祉充実計画の実施期間 ～

１３．透明性の確保に向けた取組状況

(1)積極的な情報公表への取組

　①任意事項の公表の有無

　　㋐事業報告

　　㋑財産目録

　　㋒事業計画書

　　㋓第三者評価結果

　　㋔苦情処理結果

　　㋕監事監査結果

　　㋖附属明細書

(2)前会計年度の報酬・補助金等の公費の状況

　①事業運営に係る公費（円）

　➁施設・設備に係る公費（円）

　③国庫補助金等特別積立金取崩累計額（円）

(3)福祉サービスの第三者評価の受審施設・事業所について

１４．ガバナンスの強化・財務規律の確立に向けた取組状況

2 無

119,689,699

3,757,540

199,729,114

施設名 直近の受審年度

1 有

1 有

1 有

3 該当なし

2 無

2 無

0

0

9,050,000

平成30年1月1日 令和2年4月30日

0

11,050,000

0

0

11,050,000

9,050,000

地域における公益的な取

組②（地域の要支援者

に対する配食、見守り、移

動等の生活支援）

セイフティーネット拠点事業 下野市

地域で発生する障害者、高齢者の緊急的な保護、支援の役割を担う

地域における公益的な取

組①（地域の要支援者

に対する相談支援）

いちごハートねっと 下野市

日常生活又は社会生活上の支援を要する方からの相談を行う

令和元年度は自然災害に直面した年となったが、法人としては地域の方との交流の場となる4つの行事を実施し、社会福祉充実計画の一つ耐用年数を迎えた旧館の空調設備を災害時の避難所としての機能を備える設備に入れ替える

工事を終了させた。生活介護も新棟がスタートし、利用者数は順調に伸びている。新しい空間は作業や個別対応とする使い方で落ち着いた環境を作り出せた。就労系事業は、移行支援事業で男性利用者が１名一般就職した。B型事

業は軽作業、農作業、パン作業の全ての作業班で前年度を上回る授産収入を得ることがでた。グループホームは設置後五年が経過し、皆落ち着いて生活することが出来ている。相談業務は従来担当していた職員が下野市に設置された

「障がい児者相談支援センター」に出向し、後任として社会福祉士を持つ内部職員を置いた。　また、社会福祉法人に義務づけられた社会貢献活動については昨年に引き続き福祉なんでもお困り相談「いちごハートネット事業」に参画して

いる。

①取組類型コード分類

➁取組の名称 ③取組の実施場所(区域)

④取組内容

（イ）修繕費合計額（円）イ　大規模修繕
（ア）－１修繕年月日

（１回目）

（ア）－２修繕年月日

（２回目）

（ア）－３修繕年月日

（３回目）

（ア）－４修繕年月日

（４回目）

（ア）－5修繕年月日

（５回目）

⑦事業所単

位での定員

⑧年間(4月～3

月）利用者延べ総

数（人／年）
⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

ア　建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円） ウ　延べ床面積

①-1拠点

区分コード

分類

①-2拠点

区分名称

①-3事業類型コー

ド分類
①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地

④事業所の

土地の保有

状況

⑤事業所の

建物の保有

状況

⑥事業所単位での事業開

始年月日

（イ）修繕費合計額（円）イ　大規模修繕
（ア）－１修繕年月日

（１回目）

（ア）－２修繕年月日

（２回目）

（ア）－３修繕年月日

（３回目）

（ア）－４修繕年月日

（４回目）

（ア）－5修繕年月日

（５回目）

⑧年間(4月～3

月）利用者延べ総

数（人／年）
⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

ア　建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円） ウ　延べ床面積

①-1拠点

区分コード

分類

①-2拠点

区分名称

①-3事業類型コー

ド分類
①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地

④事業所の

土地の保有

状況

⑤事業所の

建物の保有

状況

⑥事業所単位での事業開

始年月日

⑦事業所単

位での定員

イ大規模修繕

平成27年2月1日 5 1,765

ア建設費 0
002 小鳥の宿

02130114 障害福祉サービス事業（共同生活援助） 共同生活援助

栃木県 下野市 駅東2-8-6 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年4月1日 3 343

ア建設費 0
001 工房つばさ

06000001 日中一時支援事業 日中一時

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成26年4月1日 0 235

ア建設費 0
001 工房つばさ

02130303 計画相談支援 計画相談支援

栃木県 下野市 箕輪425番地1 1 行政からの賃借等 3 自己所有

イ大規模修繕 令和1年5月31日 令和1年7月31日 令和2年2月13日

001 工房つばさ
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社会福祉法人はくつる会
現況報告書（令和2年4月1日現在） 別紙１

(1)会計監査人非設置法人における会計に関する専門家の活用状況

　①実施者の区分

　➁実施者の氏名（法人の場合は法人名）

　③業務内容

　④費用［年額］（円）

(2)法人所轄庁からの報告徴収・検査への対応状況

　①所轄庁から求められた改善事項

　➁実施した改善内容

１５．その他

退職手当制度の加入状況等（複数回答可）

① 社会福祉施設職員等退職手当共済制度（(独)福祉医療機構）に加入

② 中小企業退職金共済制度（(独)勤労者退職金共済機構）に加入

③ 特定退職金共済制度（商工会議所）に加入

④ 都道府県社会福祉協議会や都道府県民間社会福祉事業職員共済会等が行う民間の社会福祉事業･施設の職員を対象とした退職手当制度に加入

⑤ その他の退職手当制度に加入（具体的に：●●●　　）

⑥ 法人独自で退職手当制度を整備

⑦ 退職手当制度には加入せず、退職給付引当金の積立も行っていない

2 無

2 無

1 有

2 無

2 無

1 有

②施設外就労を行う利用者に目標を定め、それの評価を月2回行う評価票を作成し、今後実施するようにした。

③会議の時に発言者の内容を記載できるような書式とした。

①身体拘束に関しては他害、無断外出防止のため施錠できる部屋で過ごす時間を設けている利用者がいるため、

拘束している時間を毎日のケース記録に記載し、その時の状態も記録に残すようにした。

栃木県障害福祉課による指導監査実施①身体拘束を行っている利用者の時間を含む詳細な記録が必要。

②施設外就労を行っている利用者の目標に対する達成度の評価記録我必要

③個別支援会議の作成に係わる会議での職員の意見の記載がなされていない。
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